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1年生としての登校日は、あと２６日間です、間もなく１年間が終了します。

コロナが発生し、中学校入学後間もなく緊急事態宣言が出されて学校が休校になってしまいました。こんな状況
から始まった中学校生活もあと２６日間の登校で、１年間が過ぎようとしています。
この１年間の中にもたくさんの出会い、経験、学びをしてきました。楽しかったこと、嬉しかったこと、悲しか

ったこと、辛かったことなど、様々なことを経験し、学んできました。時には上手くいかずに悩んでしまうことも
あったでしょう。時には人に嫌な思いをさせてしまったこともあったでしょう。しかしそれらのひとつひとつが、
“大切な学び”としてこれからの生活に活かさなければならないことも学んだはずです。学校は『誰もが、安全・
安心して、楽しく学べる場所である』として１年間指導をしてきました。特に、「人として絶対にしてはいけない
こと」、「人として正しい判断ができること」、「人の気持ちを考えて行動すること」については、多くの機会、様
々な場面を通して生徒達に考えさせ、伝えてきたつもりです。間もなく中学校入学後１年が過ぎようとしています。
それは中学校生活の３分の１を終了することになりますが、さらに９年間の義務教育の７年目を終えることにもな
ります。しかし、この１年間の様々な経験や学びは、“今後絶対忘れてはいけない大切な経験や学び”であること
を誰もが自覚をして、２学年に進級してほしいと思います。
よく、「一期一会」（いちごいちえ）ということばを耳にします。これは、『あな

たとこうして出会っているこの時間は、二度と巡っては来ないたった一度きりの
もの』の意味で、もともと“茶道の心得”で、どの茶会でも一生に一度のものと
心得て、主客とともに誠意を尽くすべきであるという意味を表した語です。私た
ちに言い換えて考えると、「中学校で出会ったこの仲間（全ての同級生や先輩方と
先生方も含めて）は、長い人生の中で考えると、中学校を卒業してしまうと二度
と出会わなくなる仲間なのかもしれません。だからこそ、今、お互いに出会って
毎日を何気なく一緒に生活をしているこの仲間全てと、人として大切にし合える
関係・時間でなくてはならない」と考えることができるのかと思っています。

来週の主な行事予定 ※ SC＝スクールカウンセラー
月 日 曜 時程 給食 主 な 行 事 等 完全下校時刻

１２３４５６ １、２年 学力向上週間～１９日
２／１５ 月 Ａ６ ○ １８：００

１２３４５６ ＳＣ来校
１６ 火 Ａ６ ○ １８：００

１２３４５６ 困りごとアンケート
１７ 水 Ａ６ ○ １８：００

１２３４５６ 新入生学用品販売 14:30~体育館
１８ 木 Ｂ６ ○ （※昼休み～放課後：体育館使用不可） １８：００

１２３４学× 週番引継ぎ会（昼） 職員会議
１９ 金 Ｂ５ ○ 部休日 １４：４５

※２２日（月）学習コンテスト（英語）、２４日（水）学習コンテスト（国語）、２５日（木）学習コンテスト（数学）

お知らせとお願い
（１）今後も引き続き、感染症対策（マスクの着用、検温・健康チェックの記入）を忘れずお願いします。
（２）登下校の際、積雪時の自転車使用は禁止です。また、日陰の道で凍っている箇所がありますので、十分に注

意するよう、ご家庭でもご指導ください。また、登校時間が遅くならないようにお願いします。

間もなく、東日本大震災から10年。風化させてはいけないことが・・・。

間もなく東日本大震災から 10 年を迎えます。私自身、今でも当時のことは鮮明に覚えています。保護者の方々
も、大変な思いをされた方々がたくさんいると思います。生徒達はまだ３歳くらいで、当時のことはほとんど記憶
にないかと思いますが、昨年中学校を卒業した卒業生達は、小学校に入学する直前で、当時のことをしっかりと覚
えていました。中学校入学後、総合学習で「震災からの復興」というテーマで３年間震災について学習を積み、「自
分の身は、自分で守る」、「正しい放射線への理解」、「風評被害や差別・偏見を無くす」などの大事なことを学び
ました。今の生徒達にも震災のことや震災から学んだことなどを風化させないよう、何らかの形で伝えなければな
らないと思います。保護者の方々の中で、子どもたちにぜひ伝えておきたい体験やメッセージなどがありましたら、
お寄せください。お名前は出さずにご紹介させていただきます。（目安１５０字～２００字くらい）

き り と り

○東日本大震災から 10年。震災から学んだことや子どもたちに伝えたいこと。
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